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医療安全フォーラム
「医療安全を可視化する～ﾁｪｯｸｼｰﾄとRiskMap～」
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袋井市立聖隷袋井市民病院 山本英雄

放射線部門の安全管理

チェックシート



3団体合同プロジェクト

・日本診療放射線技師会

・日本放射線技術学会

・日本医療画像システム工業会

基本コンセプト

会員個人が医療安全活動の必要性を理解する

自己評価を通して、医療安全行動の質の向上を図る

自己チェックできる

放射線業務の安全の質マニュアル（Ver.２）

2



➢基礎チェック項目（15項目、放治のみ10項目）

基本安全行動（1点）

実践行動（1点）

検証・評価（2点）

➢専門チェック項目（10項目、放治のみ３０項目）

実践できている（4点）

➢基礎項目+専門項目＝１００点（各モダリティ）

➢想定される事故事例とその対策

➢参考解説

放射線業務の安全の質マニュアル（Ver.２）
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放射線業務の安全の質マニュアル（Ver.２）
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放射線業務の安全の質マニュアル（Ver.２）
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放射線業務の安全の質マニュアル（Ver.２）
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放射線業務の安全の質マニュアル（Ver.２）
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❶検査・治療機器の始業・終業点検を行っているか

TRUE          FALSE          

FALSE          

FALSE          合計

1          

0          

1          

2          1          

＜1.個人用基礎チェック項目＞

＜【集計用】1.個人用基礎チェック項目＞
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設問１.基礎チェック項目
技師経験年数別の比較
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(Ave.34.76点 , n=38)

5年以上-10年未満

(Ave.39.13点 , n=45)

10年以上-15年未満

(Ave.43.14点 , n=21)

15年以上-20年未満

(Ave.43.56点 , n=18)

20年以上-25年未満

(Ave.44.35点 , n=20)

25年以上-30年未満

(Ave.40.00点 , n=13)

30年以上-35年未満

(Ave.44.57点 , n=7)

35年以上-40年未満

(Ave.43.60点 , n=5)

40年以上-45年未満

(Ave.33.00点 , n=1)

45年以上-50年未満

(n=0)

50年以上

(n=0)

10点以下

11点－20点

21点－30点

31点－40点

41点－50点

51点－60点
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技師X

❶検査・治療機器の始業・終業点検を行っているか。

❷検査・治療前に医師の指示内容を確認しているか。

❸検査・治療に重要な患者の安全情報を事前に確認しているか。

❹患者誤認防止の取り組みを確実に実施しているか。

❺検査前に部位・方向・体位・回数、妊娠等の有無を確認し、
検査の流れを説明しているか。

❻転倒・転落の防止対策を確実に実施しているか。

❼検査・治療前、中、後で患者状態を常に監視しているか。

❽患者の容態急変時の緊急対応方法を理解しているか。

❾検査・治療の感染予防対策を実践しているか。

❿撮影・治療終了後、依頼内容と結果の最終確認を行なって
いるか。

⓭患者個人情報の管理体制のもとで、取り扱いを適切に行って
いるか。

⓫患者から検査や治療について質問（被ばく線量も含む）
された際に答えられているか。

⓬放射線部門の職員間でインシデント原因分析・改善等の
取り組みを行っているか。

⓮救急用医薬品や器材などの管理体制を理解しているか。

⓯各検査・治療に関する業務引き継ぎがスムーズに行われて
いるか。

設問１.基礎チェック項目
個人の弱点分析
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設問１.基礎チェック項目
個人と施設平均の弱点分析比較
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設問１.基礎チェック項目
施設平均と年代別の比較
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設問１.基礎チェック項目
聖隷福祉事業団の施設間比較
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設問１.基礎チェック項目
病院平均と健診施設平均の比較
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設問2.専門チェック項目
モダリティ別の安全度診断
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設問2.専門チェック項目
モダリティ別 安全度診断：施設間比較
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安全の質管理マニュアル
活用のすすめ

➢ 医療安全に対する意識や活動を「見える化」する
→ 点数化

➢ 各年代において最低限必要と考えられる医療安全
行為について再認識できる → チェックシートの活
用で自らの不足部分を認識し、事例等を参照できる

➢ 医療安全行為について、目標をもって取り組むこと
につながる → 具体的な医療安全目標を設定でき
る



今回改訂されたチェックリストは、個人の安全

行動の自己チェックを対象にしているので、ご自

身の安全行動スキルを再確認していただくととも

に、想定される事故事例やその対策、参考解説等

を是非とも活用願いたい。

放射線業務の安全の質マニュアル（Ver.２）

最後に
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